






令和５年度 耶麻・両沼中教研第一次研道徳部会資料 

喜多方市立会北中学校 佐藤幸枝 

 

 

 

 

 

１ 令和５年度の研究について 

 生徒が自分自身のものの考え方、感じ方の根拠や理由を明らかにする過程を通して、自己を見つめ、

見直すことができる指導方法を研究する。 

（１）「自己を見つめる」とは、これまでの自分の経験やそのときの考え方、感じ方と照らし合わせ、考

えを深めること。自分であればと、当事者になったつもりで授業を受けること。 

（２）副主題に迫るために 

 ①対話が深まる話し合いの工夫（協働的な議論など）  

 ②書いたり発表したりする活動（言語活動）  

 

２ 授業実践 

（１）主題名  挨拶は大事、分かってはいるけれど  内容項目 B－（７）礼儀 

（２）教材名  挨拶は言葉のスキンシップ（出典：「あすを生きる２」日本文教出版） 

（３）ねらい 

私が、店長さんの「“挨拶”は言葉のスキンシップだと思う」と話す言葉を聞いて、礼儀について

考え、心と形が一体になった挨拶をしようとする態度を育てる。 

（４）研究副主題との関わり 「協働的に議論させる指導の工夫」 

  ○思考ツールによる可視化 

    自分の考えや気持ちをアウトプットすることで、自分自身で自分を振り返ること、また、他者

の位置との比較で、多面的にも捉えることができるようにする。考える時間を短くし、他者に左

右されないような発問と、場の設定をする。 

○学習形態の工夫 

  今年度は、個人→グループ→他のグループとの交流→個人のサイクルで意見交換の形態を作る。

話し合いの形態を固定することで、こども達が授業構想の流れがわかり、見通しをもって授業に

臨めるようにしたい。他のグループとの交流を取り入れ、多面的、多角的に考えを深めることと、

個人に戻すことで、自己の振り返りを充実させたい。 

（５）実践の結果 

  ・始業の挨拶に込めた“やる気”をバロメーターで表した際に、やる気は高い生徒がいた。挨拶

を聞いた側としては、その割合（％）の高さが意外であったが、相手にそのやる気が伝わるに

はどうすればよいのか、考えるよい機会となった。 

  ・２年生はこの後職場体験をするので、振り返りの時間では、「職場体験の時に心のこもった返

事をしたい」という感想が出た。普段の生活に置き換えて考えるには至らなかった。 

 

 

３ 実践の成果と課題 

（１）成果 

  ○グループでの話し合いでは、時間短縮のため、ホワイトボードの向きを指定せず、自分から向か

って書くようにした。他のグループとの交流の時間も、長く取ることができた。 

  ○指導計画などをノートに書き込んでいたが、プランニングシートを使ってみて、ねらいの作り方

や、発問の厳選などを考えることができ、授業構想を明確にして臨むことができた。 

（２）課題 

  ●中心発問をよりよいものにするためには、教師の教材の読み込みが必要であった。 

  ●中心発問から、終末のテーマ発問につなげるとき、こども達の意見から提示する臨機応変さがほ

しい。また、どんな考えが出るか、予想の段階でもっと考えておく必要がある。 

研究主題   「自己を見つめ、他者と共によりよい生き方を探求する道徳の学びは 
どうすればよいか。」 

本年度副主題「自己を振り返り、よりよい生き方について考えを深めることができる指導方法
の工夫」 



   道徳授業作成プランニングシート 

 

 

 

本時のねらい  道徳的判断力  心情  実践意欲と態度    を育てる。 

・私が、店長さんの「 “挨拶”は言葉のスキンシップだと思う」と話す言葉を聞いて、礼儀に

ついて考え、心と形が一体になった挨拶をしようとする態度を育てる。 

導入 

〇始業の挨拶に込めた気持ち（やる気）を１００％で表し、気持ちバロメーターとして黒板に

提示する。（個人） 

〇教師の説話を聞く。 

展開前段（話し合いの方法）  個人   ペア    グループ 

・範読する。（CD ６分） 

・職場体験に行きたくなかった理由は何か。（補助：どれが一番の理由か） 

・人と話すのが苦手  ・早起きが面倒   ・５日間連続 

〇店長に聞かれて答えられなかったのはどうしてか。 

 

予想される生徒の反応 

・お客さんのことを見ていなかった。  

・適当にその場を切り抜こう。 

展開後段 自己の考えを深めるための発問（話し合いの方法） 個人  ペア  グループ 

◎店長が大切だと思っていることは何か。        （ ３分       ５分 ） 

・よいコミュニケ－ションを取る。 

・心のこもった挨拶をして気持ちをよくしてもらう。 

・状況に合った言葉かけをしよう。 

  ・大切にされていると実感する。 

深まりを感じさせるために 

人物を問う発問 

（主人公の生き方と 

自分の生き方の似て

いるところは何か考

える発問） 

資料を問う発問 

（資料から学ぶこと

は何か） 

（資料を見て考えた

ことは何か） 

価値を問う発問 

（テーマに沿った発

問） 

（あなたが主人公だ

ったらどうする） 

その他の発問 

 

  ◎あなたが私なら、明

日からどんな態度で

職場体験に臨むか。 

 

予想される生徒の反応 

・気持ちを込めて挨拶する。  ・指示されたこと以外でも、 

・元気よく返事をする。     気付いてやるようにしたい。 

終末 

〇気持ちバロメーターで、自分の気持ちの変容を見る。 

〇振り返りシートに感想を記入する。 

 

 

教材名      挨拶は言葉のスキンシップ  

主題・内容項目  挨拶は大事、分かってはいるけれど・・・  B-７ 礼儀 
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45

分 

 

50

分 

①個人で考える 

②グループで発表する。 

③他のグループへ出向き、共感し

た他者の考えにネームをはる。 

テーマ発問の回答など 



令和５年度 両沼・耶麻支部第一次研究協議会 道徳部会 持参資料 

北塩原村立第一中学校  角田みのり 

研究主題：「自己を見つめ、他者と共によりよい生き方を探究する道徳の学びはどうすればよいか。」 

副主題  ：「自己を振り返り、よりよい生き方について考えを深めることができる指導方法の工夫」 

 

○研究実践の内容 

  両沼・耶麻支部、重点項目の「①問題意識をもち、自分事として考えることのできる工夫」を意識した実践を行

った。西郷村教育委員会安田氏による試案(令和３年度東西しらかわ中教研道徳指導部会資料より)を参考に、

課題を自分事として考えられるように、教科書資料から理想的な姿を考えさせたあと、これまでの自分の行動につ

いて振り返りをさせた。理想とのギャップを感じたあと、正直な気持ちを含めた理想に近づくためにどうすればよい

かということについて考えさせた。 

 

実践１：資料「卒業文集最後の二行」(主題：いじめを許さない心) 

 学習活動（発問，予想される生徒の反応） 指導上の留意点（発問の意図） 

導
入(

５
分) 

１ 「いじめ」ついて考える。 

発問：そもそも「いじめ」とはどんなことか。 

○言葉(暴言・陰口・悪口)○無視・シカト○暴力 

○仲間はずれ○雰囲気 

 

 

○いじめとはどんな行為か全体で確認する。「いじ

め」＝あってはいけないこと・してはいけないこと 

とほとんどの人が認識していることを確認する。

この時間「いじめをなくすためにどうするべきか」

考えることを確認する。 

展
開(

40

分) 

２ 教材「卒業文集最後の二行」を読み，考える。 

本文範読・感想を記入 

個人の感想を聞きながら、内容確認 

○私：悪童と暴言。うそつき。卑怯。 

○Ｔ子：泣きもせず耐えていた。先生にも言わなかった。強い人 

発問①Ｔ子さんがひどい仕打ちを受けているとき、周りの人はどうし

ていたのだろう。 

○何も言わなかった○見て見ぬふり 

発問②Ｔ子さんが悲しい思いをしないためにはどうすればよかった

のだろう。 

○相手を尊重する○相手の気持ちを考える 

○傍観者にならない 

３ 教材から離れ、普段の生活を振り返りながら考える。 

☆みんなは傍観者になっていないですか 

発問③なぜ傍観者になってしまうのか 

○自分には関係ない○関わりたくない○自分も標的になるかも 

○気づかない 

☆もし自分がいじめられていたらどうしてほしいですか 

発問④いじめをなくすために、どんな姿を目指していくべきか 

○傍観者から抜け出す○いじめられている人に寄り添う・向き合う 

 

 

 

○「私」や悪童の言動の裏にある差別や偏見をし

っかり見つめさせる。  

 

 

○いじめは良くないけれど実際には動くことのでき

ない現実を確認。 

 

○教材から理想的な考え方や行動を考えさせる。 

 

 

○理想的な姿と現実とのギャップを感じさせる。理

想的な姿を実践することの難しさを感じさせる。 

 

 

 

○正直な気持ちを踏まえて、理想的な姿に近づく

ための手立てを考えさせる。 

終
末(

５
分) 

４ 本字の学習で考えたことをまとめる。 ○自分の考えの変容や、経験と結びつけながら書

かせる。 

 



・板書 

 

・終末 生徒のまとめ 

 

○まとめ 

 今回の実践によって、理想的な姿を考えさせてから、自分自身の行動を振り返らせることで、より自分事として考

えることができると感じた。終末記述を見ると、こうあるべきという理想の姿がいかに難しいものか理解した上で、

自分がすべきことを考えている生徒が多かった。教科書の資料を考えるのではなく、資料から考えさせるために有

効だと感じた。今回はいじめに関する資料での実践を取り上げたが、どのような資料がこの方法にもっとも適して

いるか研究していく必要があると考える。 







令和５年度 両沼・耶麻中教研第一次研道徳部会資料 

河沼郡会津坂下町立坂下中学校   西田さおり 

〃 柳津町立会津柳津学園中学校 小坂ひろみ 

大沼郡金山町立金山中学校     鈴木 里奈 
 

研究主題（令和４年度～令和６年度） 
「自己を見つめ、他者と共によりよい生き方を探究する道徳の学びはどうすればよいか」 
令和５年度研究副主題 

    「自己を振り返り、よりよい生き方について考えを深めることができる指導方法の工夫」 
 
１ 主題研修会より・・・ 
（１）研究の方向性について 
   研究副主題に迫るために、「生徒が自分自身のものの考え方、感じ方の根拠や理由を明らかにする 

過程を通して、自己を見つめ、見直すことができる指導方法」について、支部として次の研究の方向 
性をもとにそれぞれの学校の実態を考慮したうえで実践した。 
 
① 問題意識をもち、自分事として考えることのできる工夫 

   ② 感じたり、考えたりしたことの根拠や理由を明らかにする工夫 
   ③ 賛同や創意の意見を交流するような、協働的な議論とする工夫 
   ④ 自己を振り返り、考えを深めることのできる工夫 
 
（２）各中学校の取り組みについて 
 〇 金山中学校：視点③、④に絞って実施。 
  視点③ 協働的に議論させる指導の工夫として、役割演技を設定 
  視点④ 自分の価値観がどのように変容したかを捉えさせる終末の工夫として、ＩＣＴを活用する。 
 〇 坂下中学校：視点②、③に絞って実施。 
  視点② 展開の中で事例について、公平かどうか考えるときに、その判断の理由を考える。 
  視点④ Ｐ４Ｃを取り入れた学習の指導課程 
 〇 会津柳津学園中学校：視点①～④までを導入、展開、終末の各所で意識して実施。 
 
２ 研究の実際 
 〇 金山中学校 １年 「近くにいたとも」Ｂ-(8)友情、信頼 
  ① Google classroom を活用した導入 
    まず生徒が現時点で考える「信頼できる友だち」について確認することから始めた。 
   生徒のタブレットに入っているＧoogle classroom を活用。 
    Google classroom には、「質問」という機能があり、教師 
   が設定した質問について答えを送信し、classroom 内にいる 
   全員に回答を共有することができる（図１）。生徒は回答後、 
   すぐに他の生徒の回答を確認していた。 
    手書きで書かせることもできるが、共有する手軽さや手書 
   きに時間がかかる生徒への配慮として本時では活用した。 
 
   

② 役割演技を用いた展開 
   本時で使った教材は、「オサム」が「信也」の家に行く場面 
  で話が終わる。「オサム」は家に行ってどんな話をするのか、 
  「信也」は言われてどのように思い、会話をするのか、２人の友情を深く理解させるために役割演技 
  を用いた。 
   ２人１組になり、「信也」役、「オサム」役を決め、実際にどんな会話をするか考え、実際に演じさ 

せた。４人のうち、２人が演技をし、残りの２人には演技を見て感じたことを教師から問いかけた。 
 役割演技をする中で、謝罪する時の緊張感や「オサム」が勇気を振り絞ったこと、「ごめん」と謝 
るだけでは詳しい気持ちは伝わらないこと、言葉だけでなく、行動（握手など）を一緒にすることで 
互いの表情が和らいだこと等が生徒たちから感想として挙がってきた。 
 
 
 
 



③ テキストマイニングで変容を見取る終末 
 終末では、考えの変容を見るために、導入と同じ質問を再度問いかけた。導入の考えと、終末の考 
えを比較するために「ＡＩテキストマイニング」（図２）を用いた。テキストマイニングでは、文章 
の中で多く使われている言葉が大きくなり、視覚的に学級全体の考えを見ることができる。 

   導入と終末で比較してみると、単語の数が増え、考えが広がったことが見て分かる。（図３）また、 
  導入では「くれる」という受動的な単語が大きくなっているが、終末では「できる」と主体的な単語 

が同じくらい大きくなっている。自分がどのような友だちであるべきか、考えることができたと捉え 
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ④ 成果と課題 
  ア ＩＣＴの活用について 
   〇 テキストマイニングについて、生徒たちも一目で自分たちや学級の考えが変わったことに気 

付くことができ、有効だったと考える。また、キーワードとして教員が扱いたい単語や、生徒が 
気になった考えなどに注目しやすいと感じた。人数が多い学級の場合、今回の classroom からテ 
キストマイニングへのコピーは手間がかかってしまうので改善が必要だと思った。 

  イ 役割演技について 
   〇 生徒は考えて、楽しみながら取り組んだ。事前に考えた言葉やセリフ以外にも、会話の中の表 

情や空気感、しぐさや行動から登場人物の心情を感じ、友人間のトラブルやコミュニケーション 
について考えさせることができた。 

 ● 本時に設定した場面では、演技する内容がほとんど同じになってしまった。登場人物の心情を 
理解させる面では効果はあったが、生徒自身の考えを深める活動としては機能しなかった。様々 
な演技のパターンが考えられる場面での活動にすると、考えに深みが出ると感じた。 

  ウ 時間配分・振り返りの時間について 
   ● 実践として役割演技とＩＣＴの活用の２つを１時間に詰めたため、どんなことを考えたか個 

人でまとめる時間をとることがほとんどできなかった。考えの変容をふまえた上で、本時でどん 
なことを考えたかまとめるところまでを１時間でできるように発問内容や活動を精選していき 
たい。 

  エ 板書について 
   ● 本時では電子黒板と黒板を用いて授業を実施した。電子黒板に生徒の考えを写し、キーワー 

ドや手書きで考えた意見等を黒板に書く形で進めた。黒板に書くと時間を使ってしまう場合も 
あり、電子黒板に写すと、全体に共有するには遷すものに限度がある。生徒が自己を振り返り、 
考えを深めるための板書について、２学期以降検討していきたい。 

 
 
 
 
 
 
 



 〇 坂下中学校 １年 「公平と不公平」～公平とは何か～ Ｃ-(11)公正、公平、社会主義 
① 指導過程 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 成果と課題 
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はい いいえ

55

はい いいえ

 〇 会津柳津学園中学校 ３年での実践 
  
① 問題意識をもち、自分事として考えることのできる工夫 
   →→→事前のアンケート実施。 そのうえで教材を読む。 
 ※ 「14 言葉の向こうに」での実践  

ＳＮＳについてのアンケートを実施。それを提示したうえで教材を読んだ。 
１）SNS を利用したことがありますか？  ２）SNS に書き込みをしたことがありますか？ 

 

 

 

 

 

 

 ※ 「１ 風に立つライオン」での実践              ※  「２ 銀メダルから得たもの」での実践      

   将来の夢について意識させるために、                問題意識をもたせるために、 

「夢を叶えるために必要なものは何か」               「挫折や失敗をしたいか、したくないか」 

について、自分事として考えさせたあと、               について理由を含めて自分事として考え 

教材文を読んだ。                                 させたあと、教材文を読んだ。 

（Ｊａｍｂｏａｒｄで実施）                          （Ｊａｍｂｏａｒｄで実施） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 ○ 本時の学習が何について考えていくのかが、アンケートを確認したり、発問について 

  考えたことにより、スムーズに教材文に入ることができた。 

 ○ アンケート、考えたことを可視化できたので、わかりやすかったと思われる。 

 

② 感じたり、考えたりしたことの根拠や理由を明らかにする工夫 
③ 賛同や創意の意見を交流するような、協働的な議論とする工夫 
ワークシートに書く際、自分の考えについて、その根拠、理由がはっきりと書けるものを準備した。 

  さらに、その自分の考えを他と交流し、友達の意見を聞いて、まとめ直した考えを書くスペースを作成した。（交
流してあなたの意見はどうなったかも含めて書けるようにした。） 

 
※「１４ 言葉の向こうに」のワークシートより 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



※「５ 卒業文集最後の二行」のワークシートより 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 ○ 自分の考えを、理由を含めて書くことで自信をもつことができていた。交流する際、 

  ワークシートと筆記用具を持参し、積極的に意見を交換し合うことができた。 

 〇 自分の考えに、友達の考えなどを書き加え、さらに自分の考えと比較したり、同感だ 

と納得し合ったりして、自分の考えをさらに深めることができた。 

 ● なかなか、自分の考えを言葉で表現することができず、交流により自分の意見を書く、 

という様子が見られた。交流する際のルールについてはっきりとさせるべきであった。 

 ● どう考えても、それは？（ウケをねらったり、少しおかしい？と思われる意見）とい 

うことを言う生徒に対して、どう受け止めていいのかわからないときがあった。 

 

 ④ 自己を振り返り、考えを深めることのできる工夫 

    終末において、本時の振り返りとして、「今日の学び」と称し、標語を作成した。 

    本時に捉えることができた道徳的価値を意識した標語となるように心がけた。標語については、教室に 

掲示し、蓄積している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○ 本時のねらいをもとに、標語という短い文字数で自分の受け止めた学びをまとめることが 

できているので、本時のねらいが達成できたかどうかが確認できる。 

 ● 今日の学びで標語を作って終わる、というのがパターン化している。それがいいか悪いかは 

不明である。ただしやはり、ウケをねらう生徒がいるので、標語の掲示についてはよく考慮すべ 

きである。 

 ● 交流に時間を取りすぎることが多かったので、学びをじっくりと考える時間を確保すること 

ができなかった。時間配分を考えたい。 

 



３ 道徳教育の工夫について 
 〇 坂下中学校 
 （１）ローテーション道徳 
   年間の授業を学年の先生で担当を決め、授業を行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 （２）評価のための資料 
   ア 自己評価シート 生徒が４月と学期の最後にシートに記入する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   イ 道徳振り返りカード 生徒が毎時間の授業の感想を記入する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 〇 会津柳津学園中学校 
  （１） ＩＣＴの活用 
       スクールタクト 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       ※ それぞれのシートに自分の考えを打ち込み、それをクラスで共有するのに利用。 
 

  ジャムボード 
                                                                  ※ 付箋に自分の考えを書き、 

貼り付けることができる。 
匿名なので、貼りやすい。 
クラスで共有もできる。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 （２）思考ツールの活用 
※バタフライチャート 多面的・多角的に考えることができる思考ツール 
 
 
 
 
 
 
共感できる，共感できないに 
ついて，自分の意見を書く。 
 
 
 
（３） 授業参観での道徳 

   ４月実施の授業参観で、全学年「道徳」を実施。保護者参加型の道徳を実施した。保護者からも意見を話して 
  いただくなどできて、積極的な参加が見られた。 
 
（４）全員道徳 

   本校は小規模校であるため、教科担任が全学年を指導している。そのため、全員道徳として、道徳の授業を実 
施したいと考えている。 

   校長先生、教頭先生は昨年度から、１年～３年のクラスで、道徳の授業を実施している。今年度、教務、学年主 
任、さらに担任が学年をローテーションして実施する予定である。多角的、多面的な評価をするという目的のも 
と、行う予定。 

 
共感 

できる 
共感で 

きない 

とても共感

できる 
とても共感

できない 


